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かきみ

ブナ科の木の実のことをまとめ
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て「どんぐり」とよびます。どれ

もにたようなもので大きなちがい

いみ

はないという意味で「どんぐりの

せ

背くらべ」ということわざがあり

じっさい しゅるい

ますが、実際は、木の種類Iこよっ

かたらいろ

ていろいろな形や色のどんく＄りが

①
あります。

｢どんぐり」とはア
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Ｕ三菱夢蒔勿

できます。

かくと

殻斗（おわんのようなもの）をよく

かんさつ か なか

観察すると、ブナ科の中でもカシの仲
ま なかま

間か、シイの仲間か、みわけることが

露雲
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あつ

いろいろなどんぐｌ３ﾉを集めよう

どんぐりをひろってみよう。

なんしめるいあつ

何種類集めることができるカユな？

かくとわす あつ

殻斗も忘れずにいっしょに集めてね。

あつ とくちよう

集まつとら特徴をスケッチしよう。
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砂

しようたい

雲Ｉｊ垂蝿謬

めたどんぐりの正体をつきとめよう
かくと

殻斗があると､んく椴り

かくと

殻斗Iこしま

もようがあ

はうらしる

葉の裏は白っぽし、
みなが

実の長さは1.5～2.2cｍ

かくとなかみこ

殻斗のに|］に実が１個
かくとなかみすうこ

殻斗の中に実が数個iＩ

豆Jう

鞠

eI参
みせんたん

実の先端はゆるやかで
ぜんたいまるみお

全体が丸実を帯びる

ツブラジイ

３

かくとみ

殻三卜は実の
ぜ ぶつつ

部を包む
刀、Ｓとゲト画４６つつ

殻斗は実の基部を包む
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かくとｌ'んぺんみしか

殻斗の鱗片が短し、

４

みそこ

実の底はとびだ

にまるみをおび

ぜんたい

し全休
みそこたい

実の底は瓦Ｉｚらで
はそなが がた

細長Ｉ､ロケット型

みばそなかＩｊ

実は細長く葉
うら．うす角ィ,いみ

の裏は薄茶色

みまる（1A

実は丸く葉の
うらし〆０

裏は白っぽし，

池

あつ

はちい

葉が小さく
じょうり.ｋ<

常緑

かくと

殻斗にうろこのよ

うなものがある

（*おお

葉は大きく
らくよう

落葉する

ウバメガシ

はうら鈴やいる

葉の裏は茶色っぽし、
みなが

実の長さは２～３cｍ

しらなまえ

調べた名前をスケッ

シラカシ、

ツクバネガシ チの下にかいておこう〃
シリブカガシ

Cと、
スダジ イ

｛土ほそなか

葉が細長い

かくとりんべんなが

殻斗の鱗片力X長い
みせんたんするど

実の先端力§鋭い
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葉が幅広い
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あそ

どんぐしｊで遊ぼう

⑳どんぐりごまをつくろう

ちゅうしんきあな

①中心を決めて穴をあける。

きゅうらからい ふか

急に力を入れたり深くさしこみ

わ

すぎると割れることがあります。

②まつすぐにようじをさす。

まわ

ここ力iよく回るこまをつくるポ

イントです。

③できあがり。
なが すこき

じくが長すぎるようなら少し切
と

り取ります。
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まぼこ板Iこ
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ふえ

＠どんぐりの笛をつくろう

めんそこ

①コンクリーートなどの面で底の
ぶぶん

部分をけずりとります。

み

②なかみが見えるまでけずった

たけ

ら、ようじ竹ぐしなどでなかみ

をほじりだします。

③できあがり。

した くち

下くちびるをあてて、びんの口
ふ

を吹くようりょうでtj:らします。
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